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１．所管からの報告事項について 

次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、報告済みとした。 

（１）一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例に 

   ついて 

 

２．その他について 

  なし。 

 

３．次回委員会の日程について 

正副委員長に一任することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 総務文教常任委員長  大 谷 久美子  ○印 
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                                      平成26年３月13日 2 
 3 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 4 
 5 

 6 

        滝川市長 前 田 康 吉 7 

 8 

   総務文教常任委員会への説明員の出席について 9 
 10 

 平成26年３月12日付け滝議第214号で通知がありました総務文教常任委員会への説明員の出席要求について、次 11 

の者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 12 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 13 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 14 
 15 

記 16 

 滝川市長の委任を受けた者 17 

  総務部長     山 﨑   猛 18 

  総務部次長     五十嵐 千夏雄 19 

  総務部総務課長     田 中 嘉 樹 20 

  総務部総務課副主幹    小 畑 力 也 21 

 22 

 23 

                              （総務部総務課総務グループ） 24 



 

 

 

第33回  総 務 文 教 常 任 委 員 会 25 
 26 

Ｈ26.３.14（金）午前９時00分 27 

第一 委 員会室 28 

 29 

 30 

○ 開   会 31 

 32 

 33 

○ 委員長挨拶（委員動静） 34 

 35 

 36 

１．所管からの報告事項について 37 

《総務部》 38 

（１）一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を （資 料）総 務 課 39 

改正する条例について 40 

 41 

 42 

２．その他について 43 

 44 

 45 

３．次回委員会の日程について 46 

 47 

 48 

○ 閉   会 49 
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 50 

第33回 総務文教常任委員会 51 

H26.３.14 (金)９：00～ 52 

第 一 委 員 会 室 53 

開  会 ９：００ 54 

委 員 長 第33回の総務文教常任委員会を開会いたします。 55 

 委員動静報告 56 

委 員 長 それでは、委員動静ですが、全員出席しております。委員外議員として木下議 57 

員の出席を許可します。 58 

 １．所管からの報告事項について 59 

委 員 長 １、所管からの報告事項について、総務部、（１）、一般職の職員の給与に関 60 

する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例についての説明をお願い 61 

いたします。 62 

 （１）一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正す 63 

る条例について 64 

田中課長 予算審査特別委員会の非常にお忙しい中、本委員会を開催していただきました 65 

ことにお礼申し上げます。この中身ですけれども、職員の給与に関する部分で 66 

ございます。職員労働組合と協議を重ねてまいりまして、最終的に昨日の夜、 67 

組合としての機関決定がなされたということであります。したがいまして、４ 68 

月１日の施行に向けまして本議会の最終日に追加提案をさせていただきたいと 69 

いうことでございます。よろしくお願いします。担当副主幹から説明させてい 70 

ただきます。 71 

小畑副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 72 

委 員 長 説明が終わりました。 73 

 質疑ありますか。 74 

柴  田 そもそもの部分がよくわからないのですが、どうして国は４月１日をもって廃 75 

止ということを決めたのか。そこがいまいちわからない。57歳が6,000円程度と 76 

いうのですが、退職前ですから月額給料だけに影響するものではないと思う。 77 

その給与の額はどの額をもって、本来は計算するものだったのですか。 78 

小畑副主幹 国がこのタイミングでこの措置を終えるということにあわせてするということ 79 

でありますけれども、国ではこれまでも人事院勧告に基づいて、そのとおりの 80 

実施、その中身の実施ということでおおむね進めてきたわけであります。人事 81 

院勧告では、平成23年の勧告にかかわらず、その前から給与構造の見直しとい 82 

いますか、若年層と高齢層職員の給与配分の見直しということをずっと進めて 83 

きておりまして、引き続き官民格差を見た場合に、若年層職員は民間に比べて 84 

低いけれども、高齢層職員については引き続き公務員のほうが民間より高いと 85 

いうところの見直しの一つの手段として主に現給保障、今その経過措置を受け 86 

ているものについては高齢層職員になっているだろうということで、その高齢 87 

層職員の配分の見直しのために経過措置の廃止というところで出ました人事院 88 

勧告を国としてもそれを進めたいということで決定がされたところです。ただ 89 

し、東日本大震災の対処のための給与減額支給措置というのを平成24年、25年 90 

と２カ年にわたって行ってきた間はそのダメージが大きいということで、その 91 

措置が終了するタイミングで廃止をするということで、その職員の層の間の配 92 

分の見直しを官民格差の状況に合わせてしていきたいということで決定がされ 93 
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ました。退職金の関係ですけれども、月額給料についてはおっしゃられたとお 94 

り、月額の給料だけではなくて期末勤勉手当等にも反映されることにはなりま 95 

すけれども、退職金につきましては本則の給料のほうで支給されることになっ 96 

ておりますので、そちらには影響いたしません。 97 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 98 

副委員長 戻ったということでよかったと思うのだけれども、滝川市の給料の場合、生活 99 

保護の事件のときも下げたりしている。18年と書いてあるが、そういうものと 100 

の関連とかは全然ないのか伺う。 101 

 もう一つは、組合との関係をちょっと言っていたけれども、これは市長が判断 102 

することで組合と交渉してやるものではないのではないか。交渉がだめだとい 103 

うことではないが、最終判断というか、それは市長が判断するのでしょう。そ 104 

このところを伺う。 105 

小畑副主幹 １つ目の、平成18年の生活保護の引き下げとのタイミングの関係ですけれども、 106 

これは生活保護の事件への対処のための財源措置のための給料カットというこ 107 

ととは全く関係ございません。平成17年に人事院勧告の中で、北海道は地域と 108 

都市部との給与の差があるということで、全体4.8％引き下げましょうという、 109 

その17年の勧告に基づいて、平成18年、国のほうでは４月１日から、市のほう 110 

はちょっと作業がおくれまして７月１日から、これは人事院勧告に基づいてさ 111 

れたものであります。 112 

田中課長 ２つ目の、労使協議の関係でございます。基本的には職員の勤務条件にかかわ 113 

ることは労使協議をもって進めるということが大原則でございます。おっしゃ 114 

ったとおり、その合意がなかったら提案できないのかということではありませ 115 

んけれども、やはり基本としては労使合意ということが大前提にあるというこ 116 

とでございます。 117 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 118 

渡  邊 ４月１日に廃止になるということで、この点線と実線の差というのはずっとこ 119 

のままでいくということでいいのかどうか伺う。それとこの一般会計16人、主 120 

査以下10人が減額になるというのは、次の定昇、その他給料が上がるというわ 121 

たりとか、保護というか、そういう救済は何人ぐらい該当するのか。わかる範 122 

囲で伺う。 123 

小畑副主幹 資料のマーカーをさせていただきました点線で引き下がる部分につきまして 124 

は、本則の給料に引き下がったところから、この後昇給あるいは昇任によりま 125 

して実線の二重線の部分を超えていくということはあるかと思いますけれど 126 

も、そういったことによらない救済処置というのはありません。 127 

渡  邊 26年予算の職員費が計上されているが、これの減額というか、そういう処置は 128 

ないという考えでいいのか。 129 

 もう一点、この線の関係で、30万円を例にとってやっていますけれども、この 130 

１万4,400円の差額というのは、もうその定昇、昇任以外は埋まっていかないと 131 

いうことでいいのかどうか伺う。 132 

小畑副主幹 まず補正の関係でありますけれども、影響額が少ないということがございまし 133 

て補正予算の提出の予定はしておりません。繰り返しになりますけれども、こ 134 

の引き下がった部分については、昇給、ただ年齢が55歳以上ということになり 135 

ますと、昇給停止ということにもなっております。昇任によりまして級が５級、 136 

６級、７級と上がりましたら、そのときの昇給分というのがございますので、 137 
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そういったことによってこの二重線の30万円を超えていくということはあると 138 

思います。 139 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 140 

（なしの声あり） 141 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 142 

 ２．その他について 143 

委 員 長 ２、その他について、委員から何かありますか。 144 

（なしの声あり） 145 

委 員 長 事務局から何かありますか。 146 

（なしの声あり） 147 

 ３．次回委員会の日程について 148 

委 員 長 ３、次回委員会の日程については正副委員長に一任いただきたいと思いますが、 149 

よろしいですか。 150 

（異議なしの声あり） 151 

委 員 長 以上で、第33回総務文教常任委員会を閉会いたします。 152 

 ご苦労さまでした。 153 

閉  会 ９：１４ 154 

 155 

 156 

 157 


